審議会等議事概要
令和４年　第３回　滝川市営事業等調査審議会　議事概要
	日　　時
	令和４年10月24日（月曜日）午後３時00分～午後４時20分

	開催場所
	滝川市役所５階　庁議室

	出 席 者
	委員：佐野会長、齊藤副会長、居林委員、堀田委員、前森委員、白木委員、小野委員

市側：尾崎建設部長、加地建設部次長、遠藤都市計画課長補佐

(説明員)：古山同課下水道事務係長
(事務局)：和田総務部長、小畑総務課長、高橋総務課長補佐、

渡邊同課法制文書係長、小川同係主任主事

	審議事項要　　点
	〇審議事項について

　以下の事項について報告及び説明し、意見及び質疑応答を行った。
１．前２回の審議会議論等における当審議会方針の確認
　　※冒頭、前２回審議会議論等の内容について総括説明
（１）第１回審議会で議論した前回審議会の使用料算定期間である平成30年度から令和４年度までの検証について
　  ⇒基本水量件数割合において、使用水量件数帯の大きな変化もなく、経営指標からも経営状況に問題ないことから、前回審議会の使用料算定期間である平成30年度から令和４年度までの検証結果としては「現行の使用料体系及び使用料は妥当性があるものと認められる」と裁決
（２）市長から当審議会に諮問された令和５年度から５年間における下水道使用料改定の必要性に関する検証について
　　⇒一時的な滝川市下水処理センターの除却関係費用を除き、下水道使用料収入が推計どおり維持できれば、使用料算定期間である令和５年度から令和９年度までは、概ね黒字を維持できる見通しであり、経営指標の流動比率及び経費回収率を100％維持できる見通しであることを踏まえると、市民に負担を求めて使用料を上げる要因はなく、また特に下げる必要性もなく「現行の下水道使用料を維持することが適当」であると裁決
２．答申書（案）について

（１）答申書（案）の説明
　　⇒事務局が、前２回の議事概要などをベースに答申書という形に整理する中で調製した答申書（案）及び議事概要等資料対比表に基づき説明を行い、特に啓発活動に関するところでは、審議会で答申を決定するときに意見及び感想等として出された内容を具体的に盛り込む調製を行う
（２）答申書（案）に対する審議
　　⇒下水道使用料改定の必要性に関する検証結果として、事務局提案の形による答申書を提出すると共に、答申書の調製及び軽微な文言の修正等に当たり会長に一任する
⇒会長と事務局で協議した上で答申書を確定させ、次回開催にて市長への答申書の提出を予定する


	議　　事
	〇議事詳細について
１　開　会
（会長）ただいまより、第３回滝川市営事業等調査審議会を開催させていただきます。本日の出席委員数は、７名です。欠席の申出は、木村委員と澤川委員の２名となっております。
滝川市営事業等審議会条例第７条第３項の規定により、委員の過半数の出席を頂いており、本審議会の開会が成立することをご承知おきください。
２　第２回審議会の議事概要の承認について
（会長）それでは「第２回審議会議事概要の承認について」審議いたします。

委員の皆様には、事務局から審議会の開催案内に併せて、前回の議事概要が既に送られていることと思います。

まず、事務局より送付いただいた議事概要について説明を行っていただき、質疑の後、採決を行いたいと思います。

早速、事務局の方から説明をお願いいたします。

（事務局）
渡邊総務課法制文書係長より第２回開催の議事概要について説明を行った。

（会長）事務局からの説明に対して御質問、御意見等ありましたら受けたいと思います。いかがでしょうか。

（委員）ありません。

（会長）それでは、全会一致で承認の確認ができました。第２回審議会議事概要については、承認することに決します。

３　前２回の審議会議論等が行われた内容（総括）

　　古山都市計画課下水道事務係長より説明を行った。
　　　＞これまでの２回に渡る審議のまとめとして、第１回、第２回の内容のポイント　　　をご説明し総括とさせていただきます。
　１．滝川市の下水道事業の概要

　　　＞人口普及率は、約95％で面的整備はほぼ終わっており、現在は雨水と生活排水の汚水を分ける合流改善事業を主に進めており、進捗率は約80％である。
　　　＞人口減少により、有収水量の減少は避けられないところである。
　　　＞耐用年数を経過する管の増加により、改築更新に今後費用がかかる見通しであるが、カメラ調査により緊急度の高い管の割合は低い見込みである。
　２．前回改定の検証

　　　＞基本水量件数割合において、使用水量件数帯の大きな変化は見られなかった。

　　　＞他の市町と比較しても、滝川市は平均以下の基本使用料金であり、超過水量料金設定も極端な高額設定とはなっていない。

　　　＞使用料収入総額維持を念頭に置いた前回使用料改定の影響は少なく、経営への影響はほぼない。

　３．その他の事項
　　　＞「第116回北門しんきん中空知管内中小企業景気動向調査及び特別調査」によると今後、物価の高騰など、景気動向に左右される不確定要素が想定される（消費動向や企業経営への悪影響など）。

　　　＞経営的な判断としては、①滝川市下水処理センター（簡易終末処理場）の除却費用を内部留保対応とし、下水道使用料を充当すべき汚水処理経費に算入しない取扱い

＞②福祉料金適用に伴い減額された使用料相当額として一般会計から補填される下水道会計への補助金は、下水道使用料として算定する取扱い

　４．財政収支（計画）の概要
　　　＞前回料金改定時から５年間（平成30年度～令和４年度）は、経費回収率を維持でき、流動比率も100％を達成できる見込み

　　　＞今後５年間（令和５年度～令和９年度）も流動比率100％を維持、補填財源も確保、使用料収入の大幅な減少がなければ経費回収率100％を維持できる見込み（※経費回収率について、下水道処理センターの処理費用については除外）

　　　＞以上のことから、①、②としてまとめられる。

　　　＞①平成30年度～令和４年度までの検証
　　　　　・基本水量件数割合において、使用水量件数帯の大きな変化は見られなかった。

　　　　　・使用料収入総額維持を念頭に置いた前回使用料改定の影響は少なく、経営への影響はほぼない。

　　　　　・各年度の純利益を計上し、現預金残高を確保、流動比率及び経費回収率100％を維持することが出来る見込み

　　　＞②令和５年度から５年管における下水道使用料改定の必要性に関する検証
　　　　　・管渠（汚水幹線）の状態として、経年年数が多くとも緊急度が高いとは言えない状況（傾向ごとの対応）

　　　　　・安全確保と更生工法などの効率的な取り組みを実施することが求められる。

　　　　　・使用料対象算定期間は概ね黒字計上となり、繰越利益剰余金も一定規模を確保できる見通し（一時的な終末処理場の除却関係費用を除く。）

　　　　　・流動比率も100％を維持、補填財源残高も確保、経費回収率は、100％を維持できる見通し

※質疑応答※
（会長）前２回の審議のまとめとして、御説明いただきました。グラフの動きや傾き、経年変化等の数字を見ていくと、グラフを見ただけでもこれまでの審議の内容について振り返ることが出来たかと思います。それに加えて今回ポイントとしてそれぞれに記述いただいたところであります。
　　前２回の審議のまとめについて、御質問、御意見等ありましたら受けたいと思います。どうでしょうか。
（委員）ありません。
（会長）ないようですので、それでは、次に次第の「４．審議事項」に進みたいと思います。
４　審議事項

　１．前２回の審議会議論等における当審議会方針の確認
（会長）一つ目ですが、今説明をいただきました前２回の審議会議論における当審議会
の方針について採決したいと思います。
これまで、説明を受け、委員の皆様から質疑が行われ、その結果の集約として答申書という訳ですが、答申書案の説明を受ける前に委員の皆様と意見の方向性について確認したいと思っております。
（１）第１回審議会で議論した前回審議会の使用料算定期間である平成30年度から令和４年度までの検証について

（会長）始めに第１回審議会で議論した前回審議会の使用料算定期間である平成30年度から令和４年度までの検証についてでありますが、大きく分けて３点あるかと思います。
一つ目は、決算実績や令和４年度の経営状況の見込みから、汚水処理費用に対する下水道使用料収入の割合である経費回収率は100％を確保できる見込みとなったこと。
二つ目は、基本水量件数割合において、使用水量件数帯の大きな変化は見られなかったこと。
三つ目は、この改定に対して大きな問題が生じなかったことから住民の皆様方に受け入れていただいたものと考えていることです。
そのため、前回審議会において十分な検討が行われたものであり、検証結果としては妥当性があるものとして整理したいと思いますが、委員の皆様いかがでしょうか。御質問、御意見等ありましたら、御発言ください。
ないようですので、それでは、採決に入ります。当審議会において、前回審議会の使用料算定期間である平成30年度から令和４年度までの検証結果としては「妥当性」があるものと整理することに決します。

（２）市長から当審議会に諮問された令和５年度から５年間における下水道使用料改定の必要性に関する検証について

（会長）次に、市長から当審議会に諮問されました令和５年度から５年間における下水道使用料改定の必要性に関する検証についてでありますが、第２回審議会で議論した部分となりますが、こちらは大きく分けて２点になると思います。

一つ目は、当該期間においては、一時的な滝川市下水処理センターの除却関係費用を除き、下水道使用料収入が推計どおり維持できれば、使用料算定期間である令和５年度から令和９年度までは、概ね黒字を維持できる見通しであること。

二つ目は、流動比率及び経費回収率を100％維持できる見通しであることを考えると、市民に負担を求めて使用料を上げる要因はなく、また特に下げる必要性もないとした場合、現行の下水道使用料を維持することが適当であると整理したいと考えますがいかがでしょうか。御質問、御意見等ありましたら御発言ください。

ないようですので、それでは、市長から当審議会に諮問されました令和５年度から５年間における下水道使用料改定の必要性に関する検証結果として、当審議会は「現行の下水道使用料を維持することが適当である」ものと整理することに決します。

２．答申書（案）について

　（１）答申書（案）の説明

（会長）続きまして、答申書（案）について審議いたします。事務局から答申書（案）について説明をお願いいたします。
（事務局）
・渡邊総務課法制文書係長より、配布資料２　答申書（案）及び議事概要等資料対比表について説明を行った。
・対比表は、前２回の議事概要などをベースに答申書という形に整理する中で調製したものであり、答申書（案）の説明及び審議については、対比表を基に行っていただきたいこと。
・質疑等については区切りの良いところと、最後に一括で行うこと。
・資料２　答申書（案）及び議事概要等資料対比表（以下「答申書（案）」という。）の「はじめに」から「（１）決算実績等による前回審議会で答申された使用料算定期間である平成30年度から令和４年度までの検証について」（※主に第１回目の審議会の内容に係る答申案）まで説明（詳細は答申書（案）に記載のため割愛）
※質疑応答※

（会長）聞きながら、思ったことですが、何回も同じ文言が出てくるわけですが、これは諮問し、これに対し審議をし、更に審議内容を整理して、そして採決をとるという手順をとっていることから、何度も同じ文言が繰り返されるように聞こえるのは、それだけ慎重に審議を進めているということです。
一般的に諮問と審議の関係はこういう感じになりますのでよろしくお願いします。
　　それでは、まず第１回目の審議の内容中心の部分に係る答申書（案）について説明いただきましたが、皆様から御質問、御意見などありましたら、どうぞ遠慮なくお話ください。

ないようですので、続きをお願いします。

（事務局）

・答申書（案）の「（２）財政収支計画に基づく当審議会に諮問された使用料算定期間である令和５年度から令和９年度までの見通しの検証について説明」（※主に第２回目の審議会の内容に係る答申案）（詳細は答申書（案）に記載のため割愛）

※質疑応答※
（会長）文章難解ですよね。どうしてかなと思っていたら、やはり１文が200字を超えてくると人間の頭って理解力が落ちてくるんですよ。よく国の答申でも、300字くらい１段で書かれていて、なんだこれは、というのがあるのですが、まだこれは案の段階でもありますので、ちょっと字数を数えてみたら、ぎりぎり括弧を除けば200字以内に入っている。わかりやすくご努力をいただいているとは思うのですが、最後審議会として答申する際には、200字を超えないように今後ともどうぞよろしくお願いします。頭から文字がはみ出しそうです、何とか持ちこたえている状況です。

　　はい、どうでしょうか。いいでしょうか。

（事務局）ちょうど１時間になりますので、空気の入替えもあり５分休憩させていただきます。

※新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から室内換気のため休憩※

（会長）それでは、続きをお願いします。

（事務局）付帯意見については、答申を出すにあたり、今後こういったことについて事業を取り進めていただきたいとか、後は、次の５年後の審議会においてこういった視点でやっていただきたいということを申し伝えていくという部分になります。それを踏まえて御意見をいただいた内容と議事概要に記載させていただいた内容をベースに作成し、今後こういった視点が必要なのかなという事を、事務局ベースでありますが記載させていただきました。

・答申書（案）の「３　付帯意見」について説明（詳細は答申書（案）に記載のため割愛）

　　以上で、答申書（案）の説明を終わります。

　（２）答申書（案）に対する質疑応答
※質疑応答※
（会長）ありがとうございました。付帯意見を中心に御説明をいただきました。こちらは大変わかりやすかったかと思います。考えてみれば審議の本文というのは、背景や経緯も言わなくてはならないので、中々難しさがあるのですが、付帯意見の部分は答申した後に、つまり次の審議会の時にすごく使うところです。

　　そのため、審議内容の本文が当然長文になるというのはわかります。そういった意味で、答申案の最後の部分である付帯意見で、次につながるものとして分かりやすくまとめていただけたのはありがたく思います。

　　皆様の感想も含めて御意見等ありましたら伺いたく思います。

（委員）付帯意見の中に入れていただきたいというお話ではないのですが、私の感想を少し述べさせていただきます。

　　商工会議所だけではないのですが、最近の物価高騰について非常に心配をしております。商工会議所会員も資材、原材料を含めてですが、エネルギー等が軒並み上がっているとおっしゃられており、審議会が始まって、今日で第３回目でありますが、その期間中だけでも物価の高騰は進んでいる感じを受けます。政府から消費者物価指数も発表されていますが、私の意見では、今までの３０年間が異常であって、物価というものはもっと上がっていくものだと思っております。

　　日本の場合、今回それが短期間で極端に上がっているという状態ですが、これが続くことによって、下水道料金において当然それが反映されてくる、要は経費がかかってくるということですね。そういったことに関して、これは付帯意見ではなく、あくまで懸念として（今後世の中はどうなっていくのかなと）心配をしております。

（会長）そうですよね、今おっしゃられたとおり、30年の話も出ましたけど、世界の中でもこれだけ大変だった30年を抱えていた国は、ほぼありませんよね。

　　そういった状況の中で今後を心配していくこと、物価高に対する事業関係の影響をどうやって対応していくのかというのは、今ちょうど日本は30年前のあのバブルの頃に戻っているんですよね。世の中といった大きな枠組みでいうところの経済対策というのは、国の考えるべきことですし、そういう状況で機微（世の中の移り変わり）に従っていくということを、文章にするかは別として私たちも考えていくというのは、プロローグ的に出しておいた方が良いかなという感じはお話を聞きながら思いました。あとどうでしょうか。

（委員）第２回目の、前回の審議会の最後のところで、私たち市民の水の使い方について、水道についてはよく知っているけど下水道についてはあまり知らなかったというお話がありました。それを踏まえて、付帯意見の下水道施設を安全に長く維持していくという事に関して感想を述べさせていただきます。

　　私事ですが、古いアパートになりますが、現在國學院短期大学の学生に入居していただいております。

　　その学生の一人の話ですが、その学生は親御様からの教えで、（フライパン等）油のついたものは、キッチンペーパー等紙でふき取ってから洗い流すことを実践しているとのことです。

　　そういったことは、家々の家庭習慣だとは思いますが、大人でも実践していない方も見られますので、例えば、小学校の授業等とかで小さい時から学んだ方が大人になってからも習慣として身につくと思います。

　　また、水道や下水道の利用の仕方等については広報の中に具体的にシーズンが変わるごとやシリーズ化して少しずつ記事を掲載するなどし、利用の仕方について啓蒙していけば、私たち市民の意識も変わってくると思います。

　　日常の何気ない小さな努力ですけど、それが将来的に私たち市民の下水道を守るために実を結ぶのではないかと思います。

　　また、私は以前下水道施設の研修に行ったことがありますが、今回審議会での説明を聞きながら、施設で見学した経験と審議会での御説明の内容が具体的に鮮明になって繋がり、大変勉強になりました。

（会長）ありがとうございます。啓発活動に関するところでは、審議会で答申を決定するときに、色々なことを考えて、今お話されたような内容は具体的に各担当部署で考えられて啓発していくということになろうかと思います。

　　また、学校というと、最近アウトドアが流行しておりますが、そこへ行くと油処理等をきちんとしてから洗う人としていない人がすぐわかるんですね。そういったことを逆に子供から大人へ啓発していくということもすごく大事なことだと思います。

　　どうぞ滝川市役所さんよろしくお願いします。市役所だけではなく各自治体よろしくお願いします。

　　これらについては、答申書案の内容に意味が入っているように思います。どうもありがとうございました。あとはどうでしょうか。

　（２）答申書（案）に対する審議
　　それでは、答申書案について採決に入りたいと思います。当審議会において、事務局から提案された答申案について、異議のある委員はおられますでしょうか。

（委員）ありません。

（会長）それでは、市長から当審議会に諮問されました令和５年度から５年間における下水道使用料改定の必要性に関する検証結果として、当審議会は、事務局提案の形による答申書を提出することに決します。

　　なお、答申書の調製に当たり、軽微な文言の修正等に関して、私に一任いただくこととしてもよろしいでしょうか。

（委員）はい。

（会長）ありがとうございます。それでは、今後、事務局と協議して答申書をまとめさせていただきます。
５　その他

（会長）次に次第の「５　その他」ですが、委員の皆様から何かありますでしょうか。

ないようでしたら、事務局から何かありますでしょうか。

（事務局）それでは、事務局よりお話させていただきます。

次回の開催は、市長への答申書の提出になろうかと思いますので、今回同様開催予定日の１週間前ぐらいまでに、御連絡させていただきます。

　　また、議事概要の確認ですが、次回が答申書の提出となることから、こちらについては、会長と協議した上で確定させていただきたく存じます。以上で終わります。

６　閉会
（会長）これをもちまして、第３回滝川市営事業等調査審議会を閉会させていただきます。今回で皆様と審議をするのは最後となります。審議の回数については少なかったですが、大事なポイントについてお話されたと思います。短期間で皆様には慎重な審議をしていただけたと思います。

　　委員の皆様お疲れ様でした。
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